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第１６号 

 日中活動部では、いろいろな講師の方をお呼びして、新たなプログ

ラムを行っています。 

４月１５・２２日（月）には、当施設（食堂）にて、美術講師 福田

多佳絵さんをお招きして、塗り絵のプログラム･･･各部屋から、代表

２名ずつの参加で楽しみました。 

みんなで大きな鯉のぼりを塗りましたよ～ 

 赤や青などの色を選んで、ブラシを使ったり、ハケを使ったり、各

自好きな道具を使って、キャンパスいっぱいに色を塗りました。 

５月１７日には、あじさいをみん

なで描きました。今回は、完成し

た作品をエントランスの柱に貼っ

て、注目度 No.1 でした！ 

そして、藍染めにもチャレンジ！ 

ビー玉や紐で、ねじったり結んだ

所は染料が染み込まず、広げると 

きれいな幾何学模様の染物の出来

上がり～ 

アートに挑戦！ 
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今回で、二度目の投稿になりました。機関紙【キラッキラ星】を通して、少しずつラフォーレさくらの様子を 

お伝えできればと思います。今回は、いつも大変お世話になっているラフォーレさくらの【おかぁーチャン❤】 

ご紹介しまぁーす♪ 

   

 

 

             梅澤先生にお世話になり始めて 10年が経ちました。 

             機織りのご指導はもちろんの事、バック類の縫製指導や 

押花教室の講師、生活プログラムのサポート、時には昼食やオヤツ作り、そして職員 

の相談役など職員やメンバーさんにとってもかけがえのない存在です。 

また、所長が弱音を吐いたり道に迷った時には鋭く！『 喝っ』も入れて下さいます。 

                    これからも、めいっぱいお世話になります♪ 

（o ｀▽´ )oΨ ケケケ♪ 

               

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※火曜日／木曜日は、胚芽食パンを販売しています。独特の風味と香りにファン急増中！ 

 

◆◇◆ タマゴ販売始めましたっ！◆◇◆ 

毎月第２第４火曜日 さくらビル１Ｆにて 10時より販売中☆ 

・小タマゴ 1個 30円 ・大タマゴ 1個 35 円 

綾瀬市で飼われている『ボリスブラウン』という種類の鶏で、生活

するスペースに風通しのよいゆとりをもたせ、快適に過ごせる環境

を作りながら天然素材の飼料を与えて育てられています。 

 

 

 

 

 

 

 

☆梅澤
うめざわ

孝子
た か こ

先生☆ 

趣味は何ですか？と質問してみました。 

『すべて！！さくらに捧げていますっ』とキッパリ☆ 

先生、いつもありがとうございます❤❤❤ 

地域活動支援センター ラフォーレさくら 

〒232-0055 横浜市南区中島町 2-47-3 

TEL 045-710-7355 

FAX  045-710-7353 

http://blog.goo.ne.jp/lafore-sakura 

 

 

 http://blog.goo.ne.jp/lafo

re-sakura 

 

ブログ更新中♪ 
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■今回も、職員のお気に入りを紹介しちゃいます(*^▽^*)■ 

横浜市では、平成２５年４月（一部については１０月）から、障害のある方

の外出を支援するサービスについて変更・改正されています。 

私
の
お
気
に
入
り
は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ

ト
代
を
貯
め
て
購
入
し
た
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で

す
。
写
真
を
撮
る
こ
と
も
、
眺
め
る
こ
と
も
好
き

だ
っ
た
の
で
、
本
格
的
に
始
め
た
い
と
思
い
、
購

入
し
た
一
台
で
す
。
今
で
は
、
気
が
向
い
た
と
き

に
、
気
の
赴
く
ま
ま
に
出
か
け
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

き
っ
て
い
ま
す
。 

私
が
感
じ
る
カ
メ
ラ
の
魅
力
は
、
日
常
の
今
し
か
な

い
瞬
間
を
切
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
と
、
写
真

を
見
れ
ば
、
そ
の
と
き
の
感
情
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
が
今
日
し
か
な
い
よ
う
に
、

い
つ
も
通
る
道
で
も
、
そ
の
日
に
よ
っ
て
違
う
景
色
に

見
え
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
写
真
は
二
度
と
撮

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
今
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景
色
、

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
情
を
写
真
に
残
し
、
二
度

と
な
い
一
瞬
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ
か
、

お
気
に
入
り
の
写
真
だ
け
を
集
め
て 

写
真
集
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し
て 

い
ま
す
。 

外出を支援するサービスについて 
ちょっと真面目に･･･ 

■移動支援サービス（ガイドヘルプ）■ 

① 「通学通所支援」の新設 

特別支援学校・養護学校への通学、日中活動系サービス事業所や作業所への通所にガイドヘルパーが利用できる

ようになりました（個別支援級は対象外です） 

② 要件の緩和・・・身体障害児・者の利用要件が一部緩和 

 

■福祉特別乗車券■ ※変更は、１０月～になります 

① 年額 1,200 円になります 

② 療育手帳 B2 をお持ちの方も利用できるようになります。 

★ 「通学通所支援」や「福祉特別乗車券」どちらも事前の手続きが必要です。詳しくはお住まいの区の 

福祉保健センター（区役所）までお問い合わせ下さい。 

「ご存じですか？？」 

戸塚区社協に「戸塚区移動情報センター」が平成２５年１月からＯＰＥＮしています。 

障害のある方が外出するための相談や情報提供の窓口です。制度についての説明や事業所の紹介など外出に関して何かあれば、

ご利用ください。 

戸塚区移動情報センター 横浜市戸塚区戸塚町 167-25 フレンズ戸塚 1 階 

            専用電話 : 045-862-5091 

            相談受付 : 月～金 9:00～17:00 

 どこが変わったの？ 
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「If It’s Not Love, Then It’s the Bomb That Bring Us Together」 

 

昨年末の衆議院選挙後、政権与党を中心に憲法改正論議が盛り上がった。今(6 月 30 日)はその時ほどではない

が、7 月の参議院選挙後、またぶり返すと思うので、今ここで書いておきたい。 

私は憲法改正に反対である。正確に言うと、現在の改憲論議には反対である。 

個人の自由と権利がもっと拡がるのならばどんどん憲法を変えれば良いと思うし、その気になれば、現憲法下

でもできることは山ほどある。だが、現在改憲を声高に唱える人たちは、それをしてこなかった。今はむしろ、

それらを制限するために改憲を主張している。 

そもそも、憲法は他の法律とは違う性質のもので、国民が国家に制限をかけるものだ（立憲主義）。それが理

解できない人は、立法府にいるべきではない。 

 未だに一部で、アメリカに押し付けられた憲法だという人がいる。戦後すぐの日本政府が考えた新憲法案が、

旧憲法とほとんど変わらないものだったため、（仕方なく）占領軍が原案を作ったためだ。だが、その作成にあ

たっては、日本の民間団体が起草した憲法草案が大きな影響を与えている。表面だけみていては、本質にはたど

り着けない。 

 改憲の本丸が 9条の改悪であることは、ずっと前から変わらない。自衛隊ではなく、もうはっきりと軍隊にし

たい、海外で戦争をできる国にしたい、ということだ。これは、世界をどのように認識するか、国同士（人同士）

の関係をどのように規定するかという、人間が生きる上での根本的なテーマを含んでいる。 

 私たち人間をつなぐのは、愛と爆弾（暴力・戦争・敵意 etc）しかない、はずはない。 

 21 世紀は、殺し合いから話し合いへの転換の世紀だ。金儲けやイデオロギー対立を越えた生き方を創造する時

代だ。憲法を変えている暇など、ない。 

施設長  宮坂 俊彦 

 

■編集後記■ 

・大好きな夏！ゴーヤにモロヘイヤ…夏のお野菜で 

暑さを吹き飛ばしたい！         （若杉） 

・あっという間に梅雨が明け、早くも夏バテ気味ですが   

今年も気合で乗り切ります！       （森川） 

・かなりレイアウトを変えた紙面にしましたが、いかが

だったでしょうか～ 記事募集中☆    （岩崎） 


